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概要：本研究では，画像投稿 SNSに投稿された画像に対する注目度を向上させるタグを推薦するシステム

について述べる．本システムでは，画像認識や光学文字認識を用いたキーワード抽出と，画像投稿 SNS に

おける注目度の高い投稿の共起語解析を用いることで，注目度を向上するタグ候補を決定する．このとき，

半自動的に集計したデータからタグ候補を決定するために，Human-in-the-Loop のアイデアに基づいて，

ユーザがシステムを使いながら，実際に選択されたもしくは選択されなかった結果を使用してタグの妥当

値を計算させる手法について述べる．
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1. はじめに

Instagram をはじめとする画像投稿 SNS を使ったマー

ケティングに取り組む企業や個人が増えている．大量の

フォロワーを抱えるインフルエンサーと呼ばれるユーザー

は，投稿に大量のハッシュタグを付加することでより多く

のターゲットに投稿画像を閲覧してもらえるようにして

いる．

しかし，画像に対する注目度を向上させるハッシュタグ

を自力で探すのは難しく，時間のかかる作業である．これ

までに，画像投稿 SNS で共起語を検索する手法などで，

人気度の高いハッシュタグを推薦する技術は開発されてい

る [1], [2], [3]．しかし，これらのハッシュタグは半自動的

に決定するものであり，不自然なタグが出てしまう問題が

ある．

本論文では Human-in-the-Loop をハッシュタグ推薦シ

ステムに組み込むアルゴリズムを提案する．Human-in-

the-Loopとは，ユーザーである人間の嗜好を取り入れてア

ルゴリズムを構築する方法である．判別アルゴリズムに，

ユーザーの選択結果を取り入れて学習する．ユーザーが利

用すればするほど，ユーザーに選択されやすいハッシュタ

グのランクが向上する．

論文の構成は，以下のようになっている．2章で関連研

究について述べ，3章はアルゴリズムの説明である．アルゴ
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リズムはハッシュタグ取得プロセスとHuman-in-the-Loop

を使用したタグの妥当性向上の 2つに分かれる．最後に結

論を述べる．

2. 関連研究

ハッシュタグを使用して画像投稿 SNS での投稿の人気

度（閲覧数や「いいね！」数）を高める研究は多く行われ

ている．山崎 [1]は人気度を向上させるハッシュタグ推薦

技術を開発した．Wangら [2]は投稿の人気度とユーザの

人気度の両方を考慮したハッシュタグの推薦を行った．こ

れらは画像自身のみから取得できるタグに加えて，画像投

稿 SNS 内で共起語を検索することで投稿の人気度を高め

ることに成功している．

しかし，これらの手法には次のような問題がある．画像

投稿 SNS から共起語を収集している以上，画像に相応し

くないハッシュタグが提案ハッシュタグに混じる．半自動

のシステムでは妥当性の高いハッシュタグのみを提案する

ことに限界がある．

西澤ら [3]はWikipedia を用いて作成したツリー構造を

使用して関連タグを抽出させることで，画像投稿 SNS 以

外のデータを使った共起語を使用している．

3. アルゴリズム

本稿では，入力画像 X に対して，注目度を向上させる

ことが可能なハッシュタグ群 Y ∈ yi を出力する手法につ

いて考察する．本システムはハッシュタグ取得プロセスと

Human-in-the-Loopを使用したタグの妥当性向上のプロセ

スに分けられる．
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Fig. 1 Hashtag acquisition process (Im2Hashtag).

3.1 ハッシュタグ取得プロセス

Fig. 1 にハッシュタグ推薦プロセス (Im2Hashtag)を示

す．まず，入力画像 X に対して，物体認識やロゴ認識，光

学文字認識 (OCR)を使用して X に関する単語群 V ∈ vj

を抽出する．

次に取得した V を用いて画像投稿 SNS で画像を検索す

る．検索して取得した投稿画像 Ik に付与されているハッ

シュタグを pk,l とする．全ての Ik に対して以上の操作を

実行すると，ハッシュタグ群 P ∈ pk,l が取得できる．これ

を，ハッシュタグプールと定義する．ハッシュタグプール

P に含まれる頻出度の大きいハッシュタグは，画像 X に

対して関連度が高いかつ人気のハッシュタグであると考え

られる．そのため，これらのハッシュタグは検索による閲

覧数の増加，ひいては注目度の向上に寄与すると考えられ

る．以上から，P に含まれるハッシュタグを頻出度の大き

い順に並べ替え，上位 30個を出力 Y とする．

また，継続的なシステムの運用を想定した場合，取得さ

れる投稿が頻繁に変化するため，取得されるハッシュタグ

も時間ごとに違うものが取得されると考えられる．

3.2 Human-in-the-Loop を使用したタグ妥当値の向上

前項における出力 Y には，画像 X に対して関連度が高

いハッシュタグが多く含まれているが，時には画像に全く

関連していないハッシュタグも含まれることもある．

本システムでは出力 Y の中から実際にユーザに使用さ

れたものを画像に対する妥当性が高いと定義する．

本プロセスのアルゴリズムを Fig. 2 に示す．出力 Y に

ついてユーザが (選択した/選択しなかった)結果およびそ

の時間をカウントして記録する．出力 Y の各ハッシュタグ

が，過去に選択された回数をm回とすると，妥当値 Rは

以下のように計算される．現在を 0としてユーザが m回

目に (選択した/選択しなかった)のを tm 日前とする．m

回目に (選択した/選択しなかった)結果に応じて cm を以

下に定義する．

cm =

{
1 ( If user does choice. )

−1 ( If user does not choice. )
(1)

この時，妥当値 Rは次式で表現する．

Fig. 2 Human-in-the-loop flowchart with built-in user’s choice.

R = α
∑
m

∑
m tm − tm∑

m tm
cm (2)

ユーザが本アプリを使用すればするほど妥当値の精度は

向上し，同時に最近のトレンドに合わせたハッシュタグを

提案しやすくなる．

以上のように本アプリでは Human-in-the-Loop を組み

込むことで推薦タグの妥当性向上を目指す．

4. 結論

本論文では画像投稿 SNS へ投稿する際のハッシュタグ

推薦手法に対して Human-in-the-Loop を組み合わせるこ

とでタグの妥当値を計算し，ユーザーに使用される率を自

動的に上げていくシステムを提案した．

今後このアイデアを実装したシステムをアプリとして運

用していくことで実際にどのようにハッシュタグが選ばれ

ていくかを検証する．また，グラフ型データベース構造を

使用したハッシュタグのレコメンデーションにも取り組む．
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